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選定について

選定表

寸法図

技術資料
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銘板

潤滑

ラジアル
荷重

スラスト
荷重
慣性

モーメント

GD2
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構造図

フランジ取付形
取扱資料
許容

入力回転数
モータ
特性表

端子箱

ファンカバー

ブレーキ

軸端
詳細寸法
立形

位置関係

塗装防錆

駆動系の
計算式

結線

インバータ
駆動

サイクロ
新旧枠番

保護方式
冷却方式

規格対応

世界の電源

CYCLOⓇ6000	Series

立形位置関係
■立形・取付台付の部品位置関係について
サイクロ減速機立形・取付台付の正面図は、端子箱・オイルゲージ・オイルポンプ・給油口・排油口・据付ボルト穴を図面に表
記できる位置にしているため、実際とは異なります。
低速軸から見た各部品の位置関係は下記となります。

注）	 1.2 段形は、枠番の後にDA、DB、DCが付きます。
	 2.2 段形は配管と端子箱の位置が異なる場合があります。
	 3.												は配管、○はオイルシグナルを示します。
	 4. グリース潤滑の場合は、オイル潤滑用部品（オイルポンプ、オイルゲージなど）は付きません。
	 5. 枠番 6275 はご照会ください。
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CYCLOⓇ6000	Series

立形位置関係

注）	 1.2 段形は、枠番の後にDA、DB、DCが付きます。
	 2.2 段形は配管と端子箱の位置が異なる場合があります。
	 3.												は配管、○はオイルシグナルを示します。
	 4. グリース潤滑の場合は、オイル潤滑用部品（オイルポンプ、オイルゲージなど）は付きません。
	 5. 枠番 6275 はご照会ください。

枠番

6205
6215

6225（1 ポンプ仕様）
6235（1ポンプ仕様）
6245（1ポンプ仕様）

枠番
6225（2ポンプ仕様）
6235（2ポンプ仕様）
6245（2ポンプ仕様）

枠番 6255 枠番 6265
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